
会計 款 項 目
多額
経費

一般 6 1 3 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 18 16 16 人
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 2,694 2,683
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 2,694 2,683
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 2普通
ⅱ有効性 2普通

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 市民農園に要する経費

政策 33活力ある産業を育成します 農業振興課

施策 331都市農業の育成 飯田純一

①前回
の評価
で掲げ
た内容

利用料金の精査を定期的に行っていく。
③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

未利用区画をなくすための方策を
検討する。②①に

基づく
取組み
結果

現在の利用料金は、近隣市と同水準であ
ることが判明した。

①目的 野菜栽培を愛好する市民。
意図（対象をどう
するのか）

農業理解の契機とする。

②事務事業の概要
  市民が身近に農業体験出来る機会を提供するため市民農園を整備して貸付を行
い、農作業を通じて農業への理解を深めてもらうと共に農家と市民の交流を図る。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

都市化が進み、農業者と市民の共生促進が高まったことから、事業を開始した。自
然に触れ合う機会を求めて、今後さらに利用希望者の増加が予想される。

①平成25年度の事
業の成果

１７１区画中、１４８区画の農園貸付を行い、農業理解の契機とした。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

農業士に相談した件数 業務取得

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

2,647 市民農園用地賃借料

金額（千円） 内容 2,757

2,757

①課題（目的に対す
る現状など）

最大継続年数の延長（現行３年間）について検討する。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

③上記評価の理由
市民が野菜等の栽培を通じて自然に触れ合うとともに、農業に対する理解を深める
場の提供となるため。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

H24から
の繰越
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 6 1 3 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 279 289 304 m３
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 5,556 5,556
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 5,556 5,556
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 5,556
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 5,556

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
梨剪定枝を搬入し、堆肥化実
験を実施

5,556 5,556 5,556

H24から
の繰越

③上記評価の理由
市による３年の実験・検証が終わり、平成２６年度からは、鎌ケ谷市果樹剪定枝等
リサイクル事業推進協議会により、堆肥化事業を展開していくため。

①平成25年度の計画 梨剪定枝堆肥化実験
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 1終了
ⅳ効率性 3高い

5,290

①課題（目的に対す
る現状など）

剪定枝の収集場所・堆肥置き場の確保。

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

5,556 梨剪定枝堆肥化委託

金額（千円） 内容 5,290

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

H23～25年度の三か年の堆肥化実験・検証が終わり、H２６年度からは、「鎌ケ谷市
果樹剪定枝等リサイクル事業推進協議会」が当該事業を引き継ぎ実施することと
なった。

①平成25年度の事
業の成果

梨剪定枝の堆肥化：約１００ｔ

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

堆肥生産量 業務取得

①目的 梨剪定枝
意図（対象をどう
するのか）

梨剪定枝を堆肥化する。

②事務事業の概要
　焼却処分が困難となってきている梨剪定枝を堆肥化して利用することで、梨剪定
枝の処理問題の解決を図る。

施策 331都市農業の育成 飯田純一

①前回
の評価
で掲げ
た内容

今後も堆肥の生産を継続し、出来上がっ
た堆肥の成分分析を行っていく。 ③平成26年

度に取組む
改革・改善
内容

都市化が進行し、剪定枝の処分問
題はさらに深刻となっていくことか
ら、鎌ケ谷市果樹剪定枝等リサイク
ル事業推進協議会による剪定枝の
堆肥化事業に係る事業を推進する
ため、堆肥化に係る事業費分を負
担金として交付する。

②①に
基づく
取組み
結果

成分分析を行った結果、堆肥として良好な
数値であった。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 梨剪定枝堆肥化事業

政策 33活力ある産業を育成します 農業振興課
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会計 款 項 目
多額
経費

一般 6 1 5 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 2 2 2 件
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 998 2,342
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）

一般財源（千円） 998 2,342
Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 2,565
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 2,342

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績 負担金を支出
2,565 2,565 2,342

H24から
の繰越

③上記評価の理由
手賀沼排水機場の予想される損傷を未然に防止するため、必要な対策をし、延命
化を図ることで、水害を未然に防ぐため。

①平成25年度の計画 負担金
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

2,342 2,475

①課題（目的に対す
る現状など）

手賀排水機場の老朽化に伴う施設の延命措置となり、将来にわたり水害などから
農地の冠水被害を軽減するため必要となっている。

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

2,342 基幹水利施設ストックマネジメント事業負担金

金額（千円） 内容 2,475

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

県営手賀沼土地改良施設のポンプが台風により損傷し、三か年にて修繕が行われ
る予定であったが、県予算の減額により事業が平成２７年度まで延長となった。

①平成25年度の事
業の成果

手賀排水機場の修繕及び整備を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

工事施工件数 業務取得

①目的 県営手賀沼土地改良施設
意図（対象をどう
するのか）

施設の延命措置

②事務事業の概要
　手賀排水機場の施設の延命化を図るための修繕及び整備を千葉県が行うことに
より、流域市が流域負担割合による費用を負担する。

施策 331都市農業の育成 飯田純一

①前回
の評価
で掲げ
た内容

施設の延命化を図るための事業につい
て、今後も、千葉県に確認を行っていくも
のとする。 ③平成26年

度に取組む
改革・改善
内容

引き続き、本市の負担割合に応じて
事業費の負担を行う。②①に

基づく
取組み
結果

施設の延命化を図るための事業につい
て、千葉県から説明を受けた。

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 手賀排水機場修繕事業

政策 33活力ある産業を育成します 農業振興課

3



会計 款 項 目
多額
経費

一般 6 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成23
年度

平成24
年度

平成25
年度

単位

ⅰ 546 649 600 日
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成24年度決算 平成25年度決算

事業費（千円） 10,755 10,649
国支出金（千円）
県支出金（千円） 1,200 1,225
市債その他（千円） 121 128
一般財源（千円） 9,434 9,296

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H24⇒25繰越

補正
流用・充当

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度　　　　鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表谷市事務事業評価表（（（（事後事後事後事後）（）（）（）（標準評価表標準評価表標準評価表標準評価表））））

事務事業名 農業委員会事務局の運営に要する経費

政策 33活力ある産業を育成します 農業委員会事務局

施策 331都市農業の育成 湊　明彦

①前回
の評価
で掲げ
た内容

活動結果・検証評価を踏まえ、農業委員
の更なる意識の向上及び農地法等への理
解を深めると共に、農業委員会全体での
意識統一を図り業務の運営向上を図る。

③平成26年
度に取組む
改革・改善
内容

農業委員会の活動計画の遂行と新
たな農地法の内容、目的等を事務
局及び農業委員会を含め、理解を
深め運営を図る。

②①に
基づく
取組み
結果

平成26年度までの目標を定めた活動結
果・検証評価の実施

①目的
農地法等に基づく業務を円
滑に運営するための活動

意図（対象をどう
するのか）

農業委員会事務の点検及び検証の
実施及び農業委員の意識向上

②事務事業の概要
①農地法等の法律によりその権限に属された事務　②農地等の効率的な利用促
進事務、許可申請・各種証明に伴う調査並びに審査　　③現地調査・総会等

金額（千円） 内容 11,137

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

都市化に伴う農地隣接地の宅地化等により、営農環境が悪化し、農業経営が厳し
い状況の中、農業従事者の高齢化及び担い手不足により農地の遊休化が懸念さ
れている。

①平成25年度の事
業の成果

食料自給率の向上のための優良農地の確保と有効利用及び担い手の育成確保と
農用地利用集積の斡旋を行い、一団化した農地への誘導を図りこのことにより遊
休農地を削減した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

農業委員活動日数 活動記録簿

平成25年度決算（事業費）の主な内訳 平成26年度予算

1,185
95

9,857

①課題（目的に対す
る現状など）

農地改革プランの運用を担う農業委員会事務の点検・検証を実施する。農業委員
の意識向上を狙いとする取り組みを行うとともに「ワンスリー運動」の推進を図る。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

③上記評価の理由
平成21年度の農地法等の改正に伴う農業委員会の運営強化を図り、農地に関す
る適正な管理を実施した。

①平成25年度の計画
平成25年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成26年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

H24から
の繰越

101


